






本年度は,昨年度にひき続き,ことに原発性の免疫不全症候群のモニタリングについて研究

したが,その主な目標は,1.原発性免疫不全症候群の症例の全国調査登録システムの継続と

充実,2.原発性免疫不全症候群の診断のための技術の開発と改善,3.原発性免疫不全症候群

症例の管理と治療に関する研究の発展等であった。 

これら研究の成果があいまって,わが国における原発性免疫不全症候群の実態が明らかに

され,その発見と対策に一歩を進めることができれば,心身障害防止のためきわめて有意義

であると考えられよう。 

以下,本年の研究で得られた成果の概略を簡単にまとめて記すが,詳細は各研究協力者によ

って詳しく報告されているので,これを参照されたい。 


